
「
岡
目
一
目
」

　

ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

で
「
韓
中
和
食
」
と
い
う
看
板

の
店
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
て
驚

い
た
こ
と
が
あ
る
。
ユ
ッ
ケ
も

ビ
ビ
ン
バ
も
麻
婆
豆
腐
も
刺
身

も
天
婦
羅
も
何
で
も
ご
ざ
れ
。

ド
イ
ツ
人
に
し
て
み
れ
ば
、
皆

同
じ
よ
う
な
も
の
で
「
い
こ
変

わ
ら
ん
」
の
だ
ろ
う
。

　

外
国
に
い
る
日
本
人
同
士
で

メ
シ
を
食
う
時
、「
ヨ
コ
メ
シ

か
？
」「
タ
テ
メ
シ
か
？
」
と

よ
く
言
う
。
和
食
の
お
品
書
き

は
縦
書
き
で
、
洋
食
の
メ
ニ
ュ

ー
は
横
書
き
。

　

神
岡
の
山
之
村
の
寒
干
し
大

根
が
フ
ラ
ン
ス
に
輸
出
さ
れ

る
。
去
年
は
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ

ノ
万
博
に
出
品
し
た
自
然
食
。

「
大
根
を
生
で
食
べ
る
よ
り
、

漬
け
て
タ
ク
ア
ン
に
し
た
方
が

う
ま
い
。
だ
か
ら
塩
し
た
正
月

の
飛
騨
ブ
リ
は
生
の
ブ
リ
よ
り

う
ま
い
の
だ
」
と
、
溝
際
一
男

さ
ん
は
言
っ
た
。

　

芸
術
の
世
界
で
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ

ム
が
パ
リ
で
大
き
な
影
響
を
与

え
た
よ
う
に
、
和
食
も
今
や
世

界
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

い
ま
韓
中
和
に
は
不
協
和
音

が
響
く
け
ど
、
長
い
歴
史
の
中

で
は
共
に
ハ
シ
を
使
う
タ
テ
メ

シ
文
化
。

　

タ
テ
も
ヨ
コ
も
皆
で
仲
良
く

飲
ん
で
食
べ
れ
ば
、縦
横
無
尽
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

～高山の文化を一緒に支えてください～

高山市文化協会 会員募集

　高山市文化協会は、芸術・学術の普及と向上に関する事
業を実施し、会員の皆様とともに地域の文化振興と発展に寄
与することを目的として設立されている一般社団法人です。
　この趣旨に賛同いただき、ぜひご入会下さい。

◆入会資格　どなたでもご入会いただけます。
◆年会費　個人3,000円、団体6,000円、
　　　　　賛助（企業）10,000円
◆特典①　毎月発行される広報「高山の文化」を郵送します。
◆特典②　高山メセナメイトと同様の会員資格（チケット優待、メ
　　　　　セナメイトツアーへの参加、年４回のメセナメイト会
　　　　　報の送付）が得られます。なお、団体会員は２名分、
　　　　　賛助会員は３名分の会員資格を有します。
◆特典③　団体会員は、発表会などの告知や団体の紹介記
　　　　　事などの掲載及び、Hit's FMでの広報を行うこ
　　　　　とが出来ます（要申込）また、毎年６月頃に開催
　　　　　する「高山文化フォーラム」へ参加いただけます。
◆特典④　会員のみ参加できる研修旅行や講演会などが有ります。

版画「飛騨の闘鶏楽」 守　洞春
昭和41年 第32回東光展出展、60号
昭和57年、本人より文化会館へ寄贈
大ホール2Fギャラリーにて展示

高
山
市
民
の「
高
山
市
文
化
協
会
と
し
て
」

一
般
社
団
法
人
　
高
山
市
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
小
林
　
浩

　

日
頃
は
、
一
般
社
団
法
人　

高

山
市
文
化
協
会
の
活
動
に
格
別
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
二
十
七

年
度
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会

員
の
皆
様
は
じ
め
市
民
の
方
々
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
予
定
し
ま

し
た
事
業
も
滞
る
こ
と
な
く
進
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

近
隣
町
村
と
合
併
し
て
十
一
年

が
経
過
し
た
本
年
二
十
八
年
度
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
支
所
地
域
と

の
文
化
交
流
活
性
化
に
よ
る
高
山

の
文
化
活
動
の
底
上
げ
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
和
田
地
区
の
「
め
で
た
」、
国

府
町
の
「
金
蔵
獅
子
」、
秋
神
地
区

の
「
天
狗
ま
つ
り
」
の
ほ
か
、
各

地
域
の
「
祭
礼
」
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
特
徴
あ
る
伝
統
文
化
は
、
高

山
市
共
通
の
財
産
で
あ
り
、
そ
の

価
値
を
市
民
が
お
互
い
に
共
有
す

る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
一
緒
に
行
動
し
て

い
た
だ
け
る
仲
間
・
文
化
協
会
員

を
増
や
し
、
地
元
の
文
化
を
一
層

発
展
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
、

併
せ
て
当
協
会
の
体
制
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
高
山
市
制
施
行
八
十

周
年
、
新
高
山
駅
舎
及
び
東
西
自

由
通
路
の
完
成
、
第
二
回
飛
騨

高
山
文
化
芸
術
祭
こ
だ
ま
～
れ

２
０
１
６
の
開
催
な
ど
、
高
山
市

の
経
済
、
環
境
、
文
化
に
お
い
て
、

大
き
く
飛
躍
す
る
年
に
な
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
有

効
に
活
用
し
て
、
私
た
ち
の
身
近

な
生
活
の
中
に
文
化
に
親
し
む
機

会
を
取
り
入
れ
、
高
山
市
の
文
化

振
興
に
繋
げ
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

去
る
一
月
に
は
、
高
山
市
民
文

化
会
館
整
備
基
金
に
多
額
の
寄
付

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
し
い
文

化
会
館
建
設
計
画
推
進
に
向
け
た

運
動
を
具
体
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
本
年
度
は
、
こ
の
運
動

の
輪
を
さ
ら
に
大
き
く
、
よ
り
一

層
広
げ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
一
昨
年
、
市
内
か
ら
映
画

館
が
無
く
な
り
、
当
協
会
で
は
映

画
文
化
の
衰
退
を
懸
念
し
て
、
市

民
文
化
会
館
に
て
映
画
会
「
ワ
ン

コ
イ
ン
・
シ
ア
タ
ー
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
多
く
の

映
画
フ
ァ
ン
の
皆
様
の
ご
期
待
に

い
く
ら
か
で
も
沿
え
る
よ
う
、
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
昨
今
の
法
律
改
正
に

よ
る
社
団
法
人
制
度
及
び
消
費
税

制
度
の
改
正
と
、
諸
物
価
の
高
騰

な
ど
の
要
因
も
あ
っ
て
、
当
協
会

の
活
動
を
持
続
発
展
さ
せ
る
に
は
、

財
政
の
確
立
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
会
費
な
ど
を
含
め

最
小
限
度
の
ご
負
担
を
皆
様
方
に

お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
ど
う
か
ご
理
解
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
の
皆
様
は

じ
め
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
期
待

に
応
え
る
た
め
に
、
質
の
高
い
文

化
芸
術
鑑
賞
事
業
と
、
興
味
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
文
化
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
、
年
度
の
始
め
に
あ

た
り
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



（一社）高山市文化協会　平成28年度事業計画
月　日 事　業　名 内　容　・　場　所

毎月開催 理事会・評議員会
随時開催 三役会、各委員会
随　時 市長と語る会

〃 国内･国外他都市との文化団体の交流
通　年 市近代文学館の研究・調査 市近代文学館の研究・調査資料収集

〃 指定管理受託 市民文化会館、文化伝承館、国府文化ホール、松本家住宅、宮地家住宅
〃 高山市文化協会組織強化　　　　 高山市文化協会・メセナメイト会員随時募集
〃 ホームページ 市民文化会館・自主事業・文化協会事業案内
〃 自然環境保護事業 自然保護事業の取り組みについて　自然探索・村上敦氏講演会
〃 初心者入門講座の開設継続 初心者入門講座の開設継続
〃 広報発行 月1回程度発行　事業案内・作品募集等
〃 新市民文化会館建設推進運動 市民啓発・募金活動

随　時 高山市文化伝承館 「道伝えの日」 4/23・24道伝え茶会・飾り物展、お月見歌会、芭蕉忌句会 他
5月13日 上妻宏光Standard Songs 2016 文化芸術鑑賞事業　文化会館小ホール
5月22日 市原悦子 朗読とお話の世界 文化芸術鑑賞事業　こくふ交流センター
5月29日 京劇「孫悟空」と中国雑技 文化芸術鑑賞事業　久々野公民館
5月下旬 平成28年 定期総会 平成27年度決算総会

6月4日・5日 高山文化フォーラム2016 市民文化会館　　芸能・展示
6月13日 風間杜夫ひとり芝居「正義の味方」 文化芸術鑑賞事業　文化会館小ホール
6月23日 桂文珍 爆笑寄席! 文化芸術鑑賞事業　丹生川文化ホール
6月中旬 第16回市民歴史散歩
8月18日 文学碑掃苔 文学散歩道整備・清掃

9月2日～4日 日本板画院　東海支部　高山展 高山市民文化会館　4階大会議室
9月10日 フォレスタコンサートin高山 文化芸術鑑賞事業　文化会館大ホール

9月24日・25日 第25回　近代文学館企画展 高山市近代文学館　煥章館
10月3日 松竹大歌舞伎（市川猿之助） 文化芸術鑑賞事業　文化会館大ホール
10月19日 BEGINコンサート 文化芸術鑑賞事業　文化会館大ホール

11月1日～3日 市政80周年記念飾り物展 高山市民文化会館
11月下旬 飛騨文芸№40 文芸祭入賞作品集発行

11月～12月 第40回飛騨文芸祭青竜賞表彰 高山市民文化会館
12月4日 水口聡、アンサンブル金沢 文化芸術鑑賞事業　こくふ交流センター

平成29年
1月1日

新年市民互礼会
文化功労者顕彰
第40回飛騨文芸祭入賞者表彰式

高山グリーンホテル

1月13日～15日 飾り物展 市民文化会館　3階講堂
2月17日～19日 文化協会特別展 市民文化会館　3階講堂
3月11日・12日 第26回　近代文学館企画展 高山市近代文学館　煥章館

3月18日 近代文学館講演会 高山市近代文学館　煥章館
3月下旬 平成29年　定期総会 平成29年度予算総会

未定 会員研修旅行 先進地・施設研修
〃 文化講演会（自然環境とまちづくり） 高山市民文化会館
〃 映画会 高山市民文化会館

第40回

飛
騨
文
芸
祭
作
品
募
集

道
伝
え
の
日

お
茶
会
と
飾
り
物
４
月
23
日
土

　
　

24
日
日

※
こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
　

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
有
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

左から杉原氏、父（栄樹）、野畑氏

平成元年　第34回末広会

【 

宗
家
西
川
流
末
広
会
】

文
化
協
会

加
盟
団
体
紹
介

会
主

西
川 

征
歳

　
「
道
伝
え
の
日　

茶
会
」
は
、

平
成
十
七
年
の
高
山
市
文
化
伝
承

館
開
館
当
初
よ
り
行
わ
れ
て
い

る
、
恒
例
行
事
で
す
。

　

と
か
く
難
し
い
も
の
と
思
わ
れ

が
ち
な
「
お
茶
」
を
、
気
軽
に
楽

し
み
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
て
お
り
、
広
く
市
民

の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

た
ま
に
は
ち
ょ
っ
と
余
所
行
き
の

服
を
着
て
、
桜
の
花
咲
く
城
山
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
裏
千
家
淡
交
会
と
松

風
流
泉
月
会
の
お
手
前
で
す
。
ま

た
併
せ
て
、一
月
に
開
催
し
た「
新

春
飾
り
物
展
」
の
優
秀
作
品
も
展

示
し
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
会
場　

高
山
市
文
化
伝
承
館　

　
　
　
　
（
城
山
号
砲
平
下
）

［
道
伝
え
茶
会
］

・
二
十
三
日　

抹
茶
席　

裏
千
家

・
二
十
四
日　

煎
茶
席　

松
風
流

○
時
間　

午
前
十
時
～
午
後
四
時

　
（
午
後
三
時
ま
で
に
に
入
席
）

○
料
金　

呈
茶
券
三
百
円
（
当
日

　

券
有
）。
文
化
会
館
及
び
市
内

　

茶
舗
に
て
販
売

［
飾
り
物
優
秀
作
品
展
］

　

干
支
「
申
」
と
歌
会
始
の
お
題

「
人
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
入
賞
作

品
十
二
点
と
、
高
山
飾
り
物
同
好

会
の
参
考
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

○
時
間　

午
前
十
時
～
午
後
四
時

○
料
金　

無
料

一
、
応
募
資
格　
　
　

　

飛
騨
三
市
一
村
に
在
住
か
在

勤
、
出
身
の
方

二
、
対
象
作
品　

　

平
成
二
十
七
年
八
月
十
六
日
か

ら
平
成
二
十
八
年
八
月
十
五
日
ま

で
に
創
作
ま
た
は
発
表
し
た
作
品

（
既
発
表
作
品
も
可
）

①
小
説
、
戯
曲
、
児
童
文
学
等　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
百
枚
以
内　

一
篇

②
随
筆
、
評
論
等　
　
　
　
　
　

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
十
枚
以
内

一
篇

③
現
代
詩　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
篇

④
短
歌
、
俳
句　
　
　
　
　
　
　

十
首
（
句
）

⑤
短
歌
、
俳
句
（
高
校
生
以
下
）

五
首
（
句
）

※
必
ず
、
規
定
の
篇
（
首
・
句
）

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
超
え
て

も
不
足
し
て
も
審
査
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん

三
、
応
募
方
法

　

①
自
主
応
募
②
団
体
や
結
社
等

に
よ
る
推
薦（
推
薦
用
紙
は
適
宜
）

○
応
募
作
品
に
、
小
説
・
戯
曲
・

随
筆
・
現
代
詩
な
ど
の
区
別
を
明

記
し
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入

○
高
校
生
以
下
の
応
募
者
は
、
学

校
名
と
学
年
を
明
記

○
封
筒
に「
文
芸
祭
応
募
」と
記
入

○
既
発
表
作
品
の
場
合
は
、
印
刷

物
ま
た
は
コ
ピ
ー
に
よ
る
提
出
も

可○
メ
ー
ル
に
よ
る
応
募
も
可

○
対
象
作
品
中
①
、
②
の
入
賞
作

に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

四
、
応
募
締
切　
　

　

平
成
二
十
八
年
八
月
十
五
日

（
当
日
消
印
可
）

五
、
送
付
先　
　

　

〒
五
〇
六
‐
〇
〇
五
三　

高
山
市
昭
和
町
一
丁
目
一
八
八
‐

一　
（
一
社
）
高
山
市
文
化
協
会

メ
ー
ル
の
場
合 m

ail@
takayam

a-
bunka.org

六
、
審
査
　

　

高
山
市
文
化
協
会
文
芸
部
委
員

と
文
芸
部
門
よ
り
選
出
の
役
員
で

予
選
し
、
最
終
審
査
は
、
必
要
に

応
じ
専
門
の
方
々
を
加
え
選
考
し

ま
す

七
、
発
表　

　

十
月
中
旬
に
入
賞
者
へ
通
知
、

広
報
「
高
山
の
文
化
」
等
に
掲
載

八
、
賞
　

　

文
芸
祭
賞　

　
　

一
人　

賞
状
及
び
副
賞

　

江
夏
美
好
賞
（
小
説
の
み
）　

　
　

一
人　

賞
状
及
び
副
賞　
　

　

入
賞
（
高
山
市
長
賞
ほ
か
）　

　
　

十
人　

賞
状
及
び
副
賞　
　

　

青
竜
賞
【
高
校
生
以
下
】　　

　
　

若
干
名　

賞
状
及
び
副
賞

九
、
そ
の
他

　

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

十
、
問
合
先

　

高
山
市
文
化
協
会
（
℡ 

三
四

‐
六
五
五
〇
）

　

末
広
会
は
戦
後
間
も
な
い
頃
、
船
橋
で
日
本
舞
踊
と
三
味
線
の
師

匠
を
し
て
い
た
私
の
叔
母
上
仲
鈴
子
が
、
舞
踊
で
は
西
川
歳
造
、
三

味
線
で
は
柏
伊
千
蔵
と
し
て
高
山
に
出
稽
古
に
来
る
よ
う
に
な
り
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
間
も
な
い
高
山
市
文
化
協
会
に
入
会
、
高
山
の
文
化
の
発
展

に
協
力
し
、
毎
年
の
喜
多
座
で
の
文
化
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
毎
年
「
末
広
会
」
の
公
演
も
開
催
し
、
昼
夜
の
公
演
で
し
た
が
い

つ
も
長
い
行
列
が
で
き
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。
市
制
周
年
記
念
行
事
に
は
、
仮
装

を
し
三
味
線
を
流
し
て
、
提
灯
行
列
に
参

加
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
師
匠
が
「
二
十
三
回
末
広
会
」
を

最
後
に
急
死
さ
れ
、
私
が
舞
踊
の
方
を
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
九
年
に
、
私
が
会
主
と
し
て

初
の
「
二
十
四
回
末
広
会
西
川
歳
造
追
悼

公
演
」
を
開
催
、
高
山
市
民
文
化
会
館
に

お
い
て
は
プ
ロ
の
演
奏
に
よ
る
会
を
二
、

三
年
毎
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
会
長
の
西
川
征
二
郎（
加
藤
邦
二
）

以
下
、
師
範
名
取
七
名
、
名
取
十
五
名
ほ

ど
の
会
員
で
、
高
齢
化
に
も
め
げ
ず
今
年

の
七
月
三
日
に
開
催
予
定
の
「
第
四
十
三

回
西
川
流
末
広
会
公
演
」
に
向
け
て
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。

　1936年（昭和11年）、高山市と大名田町が合併して高山市が誕生しました。それから80年が経過
し、幾度かの合併を経て日本一の面積を持つ市へと発展してきました。
　高山市文化協会では、市制80周年となる11月に、これを祝う飾り物展を開催します。また、この時期
には新高山駅舎も完成することから、テーマを「市制80周年」と「新高山駅舎」として、広く市民の皆様
に「飾り物」を募集する予定です。
　募集要項は、9月発行の広報「高山の文化」でお知らせします。皆様のご参加をお待ちしています。
◇日　時　11月1日（火）～3日（木・祝）
◇会　場　高山市民文化会館　四階和室
◇テーマ　「市制80周年」または「新高山駅舎」

市制80周年記念飾り物展開催

平成18年の市制70周年の際には、高山市文化伝承館で飾り物展が開催され、以下の作品が入賞しました。

「鶴亀」

「鶴亀」

「鶴亀」

「提灯行列」

「宝船」「郷土（まち）の古記（古稀）」

「祝　市制70周年」 「祝　市制70周年」

№ 65
森本　栄

さ か き

樹のこと

森本　花文
天満神社、茶室にて

昭和23年ごろ、天満神社「杓底庵」にて

合
う
友
人
と
共

に
見
様
見
真
似

で
点
前
の
真
似

を
し
て
遊
ん
だ

そ
う
で
す
。
子

供
な
の
で
抹
茶

の
代
わ
り
に

黄き

な

こ
豆
粉
を
使
っ

て
や
っ
た
と
言

　

父
（
栄
樹
）
は
明
治
二
十
年
十

月
二
十
六
日
、
高
山
市
春
日
町
に

生
ま
れ
、
幼
時
は
、
祖
父
森
本
古

泉
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

祖
父
は
、
茶
道
宗
和
流
の
継
承

者
で
も
あ
っ
た
の
で
、
父
が
子
供

の
頃
は
、
学
校
か
ら
帰
る
と
気
の

っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

父
の
職
業
は
神
職
な
の
で
す

が
、
多
趣
味
な
人
で
も
あ
り
ま
し

た
。
神
職
と
し
て
の
学
問
は
、
当

時
宮
村
の
水
無
神
社
桜
井
宮
司
に

教
え
を
受
け
、
謠
曲
は
伊
勢
神
宮

宮
司
の
上
原
清
二
氏
に
、
和
歌
は

田
中
大
秀
先
生
の
流
れ
を
く
む

「
ま
ゆ
み
ぞ
の
会
」
に
出
席
し
て

短
冊
を
残
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

登
山
も
好
き
で
、
上
原
宮
司
や
小

林
幹
先
生
ら
と
、「
御
岳
の
山
開

き
」
な
ど
に
し
ば
し
ば
足
を
運
ん

で
い
た
よ
う
で
す
。

　
「
神
道
の
教
義
は
？
」
と
聞
か

れ
て
も
、「
良
い
こ
と
か
悪
い
こ

と
か
は
己
の
胸
に
聞
け
ば
判
る
こ

と
」
と
の
考
え
か
ら
、
一
般
の
人

に
は
細
か
い
教
義
は
必
要
な
い
と

し
て
、
特
別
な
こ
と
の
な
い
限
り

口
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

寺
院
の
前
を
通
る
と
き
は
、
頭
を

下
げ
て
行
く
人
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　

父
が
一
人
前
の
神
職
と
な
っ
た

こ
ろ
、
世
の
中
は
戦
争
の
真
只
中

に
没
入
し
、
毎
日
毎
日
戦
地
へ
旅

立
つ
人
の
必
勝
祈
念
の
お
祓
い
に

明
け
暮
れ
、「
茶
道
」
か
ら
は
遠

く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
よ
う

や
く
終
戦
と
な
り
ポ
ツ
ポ
ツ
と
茶

道
の
弟
子
た
ち
も
戻
り
、
少
し
ず

つ
稽
古
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、先
代
古
泉
翁
の
時
代
は
、

社
中
名
を
「
清
風
社
」
と
言
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
栄
樹
の
時
代
に

は
「
心
身
共
に
清
潔
、
目
利
物
数

寄
」と
い
う
茶
道
の
心
得
か
ら「
四

常
社
」
と
改
め
ま
し
た
。

道
を
求
め
て
く
る
人
た
ち
と

残
さ
れ
た
日
々
を
生
き
続
け
る
中

に
、
宗
和
流
茶
道
が
高
山
市
か
ら

「
無
形
文
化
財
」
の
指
定
を
受
け

た
こ
と
を
無
常
の
光
栄
と
し
、
そ

の
感
激
を

九こ
こ
の
え重
の
雲
に
籠
り
し
梅
が
香
の
け

ふ
故
郷
に
か
ほ
る
め
で
た
さ

と
詠
み
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
年
六
月
二
十
日　

没

［
追
記
］

　

宗
和
流
茶
道
十
四
世
家
元
。

飛
騨
総
社
、
東
照
宮
、
日
枝
神
社
、

花
里
天
満
宮
の
社
司
、
宮
司
を
務

め
る
。

昭
和
三
十
六
年
、
高
山
市
文
化
協

会
文
化
功
労
章
。


